電離放射線防護剤 by unknown
(57)【要約】
【課題】電離放射線に遺伝子障害あるいは致死などの生
物障害を防護する防護剤を提供する。
【解決手段】シュードウリジンを有効成分として、電離
放射線（高ＬＥＴ放射線を含む）による生物障害を防護
する。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
シュードウリジンを有効成分として電離放射線による生物障害を防護することを特徴とす
る電離放射線防護剤。
【請求項２】
血液中濃度が０．１ｍＭ以上となるようにシュードウリジンが投与されるようにした、請
求項１の電離放射線防護剤。
【請求項３】
血液中濃度が１．６ｍＭ以上となるようにシュードウリジンが投与されるようにした、請
求項１の電離放射線防護剤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この出願の発明は、Ｘ線やγ線、粒子線等の電離放射線による生物障害の防護剤に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
電離放射線に被曝した場合に遺伝子障害あるいは致死などの生物障害が現れることが知ら
れており、このような生物障害作用を防護するための方法がこれまでにも様々な観点によ
り検討されている。
【０００３】
例えば、具体的にも、電離放射線の生物障害作用の防護に関しては、これまでにも、鉛に
よる防護や薬剤による防護方法が知られている。放射線の細胞障害はラジカル反応による
間接作用が約７５％を占めると考えられていることから、これまでの放射線防護剤はラジ
カルスカベンジャーが主な防護剤であった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、現在までに多くのラジカルスカベンジャーが放射線障害防護剤として検討
されているが、実用的薬剤とはなっておらず、安全性や有効性の面で問題があるとされて
いる。また近年航空機や宇宙進出により直接作用が主体の放射線に対する防護が重要とな
ってきたが、高ＬＥＴのような直接作用の強い放射線に対する防護剤は副作用の強いもの
が多く、人に直接適応でき生命に安全な方法はないに等しく、外部被曝や内部被曝を少な
くするよう努力する以外に防護する方法がないのが実情であった。すなわち、人に対して
直接適応することのできる安全な方策はなかった。
【０００５】
そこで、この出願の発明は、上記の課題を解決するものとして、電離放射線による生物障
害の新しい防護剤を提供することを課題としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、この出願の発明の電離放射線防護剤においては、シュードウ
リジンを有効成分とする防護剤が提供され、これを経口、注射、液状吸入、食品への混合
等により生体へ投与することにより、電離放射線による生物障害を防護する。
【０００７】
人に対しての血液中濃度については、好ましくは０．１ｍＭ以上、より好ましくは１．６
ｍＭ以上となるようにシュードウリジンを、経口、注射、液状吸入、食品に混合等により
人体へ投与することにより、より効果的に電離放射線による障害を防護する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
この出願の発明は上記のとおりの特徴をもつものであるが、その実施の形態としては、ま
ず、前記の有効成分であるシュードウリジンは次式で示されるものである。
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【０００９】
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１０】
この有効成分のシュードウリジンは、水や生理食塩水等により希釈し、防護剤として生体
へ投与することができる。
【００１１】
さらに糖分や栄養分を加えて防護剤を構成することもできる。
【００１２】
実際の使用に関しては、経口投与、静脈注射、液状吸入、食品に混合する方法等が可能で
あり、対象者の体質や電離放射線による被曝環境、そして防護が必要とされる時間等に応
じてその使用量を調整することができる。もちろん、生物の対象はヒトであってもよいが
、これに限られることなしに、非ヒト動物、実験動物に対しても有効に適用される。
【００１３】
以下に実施例を示し、さらに詳しくこの出願の発明について説明する。以下の例において
はシュードウリジンをヒト末梢血液にＸ線、炭素イオン線を照射し、遺伝子障害について
の染色体異常誘発頻度を測定することによりシュードウリジンの防護作用を確認している
。もちろん、以下の例によってこの発明が限定されることはない。
【００１４】
【実施例】
生理食塩水に溶解したシュードウリジンをヒト末梢血液に各濃度で添加し、Ｘ線（２０ｍ
Ａ、０．５ｍｍＣｕ＋０．５ｍｍＡｌフィルター、焦点・プローブ間距離５５ｃｍ）、ま
たはＬＥＴ５０ｋｅＶ／μｍを４Ｇｙ照射した。シュードウリジンはＳｉｇｍａ－Ａｌｄ
ｒｉｃｈ　Ｃｏ．の市販品β－Ｐｓｅｕｄｏｕｒｉｄｉｎｅ（Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｎｕｍｂ
ｅｒ：Ｐ１６５８）を使用した。Ｘ線または炭素イオン線で照射した群の障害の度合いを
、染色体異常（Ｄｉｃｅｎｔｒｉｃ；二動原体染色体）出現頻度を測定することにより求
め、シュードウリジンの電離放射線の生物障害に対する防護作用を調べた。結果は図１、
図２に示すように細胞１個あたりの平均染色体異常出現頻度を調べると、シュードウリジ
ン濃度の増加に伴い放射線誘発染色体異常が減少することが確認された。図において、縦
軸は１細胞中の二動原体染色体異常数、横軸は血液中のシュードウリジン濃度ｍＭを示す
。
【００１５】
この結果から、シュードウリジンの人に対する投与量は血液中濃度０．１ｍＭ（血液１リ
ットル中にシュードウリジン２４．４２ｍｇ）以上となるのが好ましく、１．６ｍＭ以上
であればさらに好ましいといえる。
【００１６】
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以上の結果により、シュードウリジンはＸ線または炭素イオン線による障害を抑制するこ
とが確認された。
【００１７】
また、この結果から、シュードウリジンを有効成分とする電離放射線防護剤は、ヒトに対
してだけでなく、ヒト以外の各種の哺乳動物にも有効に適用できることがわかる。
【００１８】
【発明の効果】
この出願の発明により、電離放射線（高ＬＥＴ放射線を含む）による生物障害を防護する
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ヒト末梢血液にシュードウリジンを様々な濃度で添加したときのＸ線４Ｇｙによ
る遺伝子障害が減少することを例示した図である。
【図２】ヒト末梢血液にシュードウリジンを様々な濃度で添加したときの炭素イオン線４
Ｇｙによる遺伝子障害が減少することを例示した図である。
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